
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は小規模校であり、学年によって人数

や男女比の偏りもあるため、市の平均とは一

概には比較しづらいが、傾向は以下の通りで

あった。 

【よいところ】 

低学年のスピード（５０ｍ走）、高学年の握

力は市の平均より優れていた。 

【課題】 

跳躍力（立ち幅跳び）が市平均を下回る学

年が多く、次いで、敏捷性（反復横とび）、瞬

発力・巧緻性（ボール投げ）、スピード（５０

ｍ走）が全体的に劣っていた。 

上記の現状を踏まえて、今年度は跳躍力・

瞬発力をつける運動を重点的に取り入れるこ

とにした。 

 「あいち体育のページ」や、とよみるで配信さ

れている「コーディネーショントレーニング・体

力アップトレーニングメニュー」の動画を参考に

して、準備運動として跳躍力や瞬発力を伸ばす運

動に取り組んでいる。あいち体育のページは体力

テストの種目ごとに運動動画を検索することがで

き、とても使いやすい。子どもたちも、動画を見

て動き方を理解することができるため、説明する

時間を短縮できる。ペアで行う運動、３人以上で

行う運動など、バリエーションも多く、友達と楽

しみながら運動することができる。どちらの動画

も難易度別に掲載されているため、あえて簡単な

ものから取り組んでいくと、子どもたちは「次は

どんな運動なんだろう」とわくわくしながら夢中

になって運動することができた。 

 １１月から１２月にかけて、短縄と大縄跳

びに取り組む期間を設け、跳ぶ力を伸ばす活

動をしている。休み時間に全校で練習する場

を設け、高学年を中心に全校児童が練習に取

り組んでいる。練習の成果を縄跳び大会で披

露することになっており、楽しみながら熱心

に練習する姿が見られた。 

短縄では縄跳び検定表を全校児童に同じ

ものを配付し、個人で跳ぶ力を伸ばす実践を

行った。少しでも検定に合格しようと、休み

時間に縄跳びをするために外に出る子が増

えた。この検定表は６年間使用することにな

っており、各学年で色を塗り分けていくこと

で、自分の成長が分かるようになっている。

継続的に跳ぶ力をつけていきたい。 

 今年度は、市から提供された運動に関する

資料を積極的に活用し、楽しく運動すること

ができた。また、休み時間に縦割り班活動で

縄跳びをすることで運動量を確保することが

できた。今後も、子どもたちが楽しみながら

自然と体を動かせる運動を取り入れ、体力の

増進を図っていきたい。 

 


